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第 22回
有田川町

10 月 19 日（土）・20 日（日）の 2日間、第 22 回有田川町

どんどんまつりを開催しました（主催：有田川町どんどんま

つり実行委員会）。約 3万人の方々にご来場いただきました。

金屋第 1・第 2・第 3保育所の園児らによる鼓笛演奏やエン

ターダンススタジオによるダンス披露、有田中央高校吹奏楽

部の演奏、各種模擬店の出店、フィナーレを飾る「花火どん

どん」など、会場は大いに盛り上がりました。

ご協力いただきました関係各所の皆さまには厚く御礼申し

上げます。また、会場で集めさせていただいた義援金や売り

上げの一部は台風第 19 号の義援金として県を通して被災地に

送らせていただきます。ありがとうございました。
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柴﨑孝男さん（押手）（写真右）
柴﨑さんは、昭和 57 年（1982 年）から 36 年間、

消防団員として住民の生命と財産を守るためにご尽力
されました。特に平成 21年（2009 年）4月 1日から
平成 30 年（2018 年）3月 31 日まで清水支団副支団
長として、災害活動や消防団員の訓練指導ならびに消
防団組織の発展にご尽力されたことが認められ、受章
されました。

10月 27日（日）、旧粟生小学校の校舎内に「粟
生 積木のへや」がオープンしました。職員室とし
て使われていた部屋には、バラエティに富んだ積
み木や、町内産材でできたヒノキボールのプール
など木製の遊具を設置。オープニングイベントと
して、ダンボールへのフリーペインティングなど
を行い、町内外からの来場者でにぎわいました。
また、同校舎内にプレオープンしていた「森の

カフェ」も正式にオープン。プレオープン以来、
最大となる利用者数を記録しました。
次回は、12 月 22 日（日）に営業します。ぜひ
お立ち寄りください。
なお、これらの事業は、わかやま版「過疎集落
支援総合対策事業」を活用した「粟生いきいき寄
合会」が、住民主体の取り組みとして実施してい
ます。
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畑中 ツヤノさん（金屋）
（写真前列中央）

「これは何だろう？」「どうしてだろう？」――。
子どもたちが、疑問に思ったことを図書館の本を
使って調べ、一つの作品にまとめて応募する「調
べる学習コンクール」。今年は 221作品の応募があ
りました。その中から５作品を全国コンクールに
推薦します。写真は受賞者の皆さまです。おめで
とうございます！

和歌山県青少年育成県民運動推進委員の皆さまと中山町長

和歌山県は、
毎年 11月を「子
ども・若者育成
支援強調月間」
と定め、子供・
若者育成支援の

取り組みを集中的に実施しています。これにとも
ない、仁坂吉伸和歌山県知事から中山町長に知事
メッセージが送られました。児童虐待・いじめ・
不登校・引きこもり・SNS（ソーシャル・ネットワー
キング・サービス）による犯罪被害など、子ども・
若者を取り巻く問題を解決するためには、家庭や
学校だけでなく地域全体で取り組むことが重要
です。町民の皆さまのご理解、ご協力をよろしく
お願いします。
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有田川町の

財政事情
平成30年度（2018年度） 各会計の決算状況

平成30年度（2018年度） 一般会計の決算状況

平成30年度（2018年度）決算と
令和元年度（2019年度）上半期

議会費 0.7%

総務費
9.6%

民生費
24.8%

衛生費
　7.7%

労働費 0.2%

農林
水産業費
8.6％

商工費 1.2%

土木費
7.7%消防費 5.1％

教育費
7.4％ 

災害復旧費 2.7％

公債費
21.1％

諸支出金 3.2％

地方譲与税など
4.7%

地方交付税
40.9％

町税
18.7%

分担金および負担金 1.1%

使用料および
手数料 0.8%

国庫支出金
 6.1％

県支出金
7.5%

財産収入
0.3%

寄附金 1.5%

繰入金 6.9％

繰越金 2.5％

諸収入 2.0％ 町債 7.0%

会計区分
収入済額 支出済額 差し引き

翌年度へ
繰り越すべき
財源

実質収支額 平成30年度末
（2018年度末）
地方債残高

① ② ③　=　①－② ④ ③－④

一般会計 160億4,201万円

36億4,140万円

31億9,389万円

7億4,688万円

6億1,702万円

2億8,966万円

175万円

807万円

6,382万円

439万円

18億9,987万円

4万円

41万円

192万円

87万円

11万円

265億1,211万円

154億5,930万円

35億5,570万円

31億4,960万円

7億3,796万円

6億1,268万円

2億8,966万円

175万円

807万円

6,382万円

439万円

18億9,987万円

4万円

2万円

4万円

79万円

3万円

257億8,371万円

5億8,271万円

8,570万円

4,429万円

892万円

434万円

0

0

0

0

0

0

0

39万円

188万円

9万円

8万円

7億2,840万円

2億3,388万円

0

0

0

149万円

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2億3,537万円

3億4,883万円

8,570万円

4,429万円

892万円

286万円

0

0

0

0

0

0

0

39万円

188万円

9万円

8万円

4億9,303万円

191億3,680万円

0

0

0

25億5,612万円

13億5,282万円

458万円

2,787万円

0

0

88億3,658万円

0

0

0

0

0

319億1,476万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

簡易排水事業特別会計

浄化槽事業特別会計

かなや明恵峡温泉特別会計

特別養護老人ホーム等事業特別会計

公共下水道事業特別会計

岩倉財産区管理会特別会計

粟生財産区管理会特別会計

城山山林財産区管理会特別会計

八幡山林財産区管理会特別会計

安諦山林財産区管理会特別会計

合計
※前年度からの繰越事業分も含まれています。また、端数処理のため合計欄などの数値が一致しない場合があります（以降の表についても同じ）。

平成30年度(2018年度)の決算の状況および
令和元年度(2019年度)の9月30日現在の予
算額の執行状況について公表します。この財
政事情は町民の皆さまに町財政の状況をお
知らせし、その実態についてご理解をいただ
くためのものです。

歳入 歳出
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一般会計決算額を
町民１人当たりに換算すると…

１人当たりの町税負担額は
  11万2,980円（前年比1.1％増）

1人当たりの町債残高は
  72万1,871円（前年比8.2％減）

※人口（平成31年（2019年）３月末現在）2万6,510人

─ 用語解説 ─
一般会計・特別会計／さまざまな事業に対応するため、収支が複雑

化しないように財布を分けています。一般会計は行政運営の基

本的な経費を網羅して計上した会計であり、特別会計以外の全

ての経費は一般会計で処理しています。一方、特別会計とは、

一般会計に対し、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区別して

処理するための会計です。

実質収支額／形式収支（各会計年度における歳入総額から歳出総額

を単純に差し引いた額）から、翌年度への繰り越すべき財源を

差し引いた額。

町債／特定の歳出に充てるため、町が年度を超えて元利を償還する

借入金のこと。

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

義務的経費 投資的経費 その他経費

20億円 160 億円140 億円120 億円100 億円80 億円60 億円40 億円

人件費
28億7,233万円

人件費
28億2,336万円

扶助費
12億

2,972万円

扶助費
12億

1,815万円

公債費
32億6,149万円

公債費
27億3,841万円

普通建設事業費
9億6,838万円
災害復旧費
4億1,553万円

普通建設事業費
12億7,283万円
災害復旧費
1億601万円

繰出金
23憶2,121万円

繰出金
22億727万円

物件費 22憶5,264万円
補助費等 13億4,605万円
維持修繕費 2億4,564万円
積立金 8憶6,359万円

物件費 23憶5,809万円
補助費等 13億2,874万円
維持修繕費 2億   275万円
積立金 5億   108万円

歳
入

歳
出

平成30年度（2018年度） 一般会計(歳出)性質別決算額
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88.3 89.9
93.0

93.7 95.6

75.0

85.0

95.0

経常収支比率

平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

0 .2

0 .3

0 .4

0 .5

0 .6
財政力指数（3カ年平均）

●経常収支比率について
　当比率は、人件費・扶助費・公債費などの経常的な経
費に充当された一般財源の額が、地方税や普通交付税な
どの一般財源の合計に占める割合を表し、比率が低いほ
ど財政構造に余裕があると言われています。
　平成30年度（2018年度）の比率については、前年度に
比べ3.1ポイント増加しました。

※　各指標に係る、平成30年度（2018年度）の県下
　　市町村平均値は公表されておりません。

●財政力指数について
　地方交付税にどれだけ頼らずに財政運営をしているかを
表し、指数が1.0に近いほど財源に余裕があると言われてい
ます。 
　平成30年度（2018年度）の指数は 0.340となっており、
一般財源の多くを地方交付税などで賄っている状況です。

悪 良

良 悪

　平成30年度（2018年度）において、
積み立てたものとしては主に、ふるさ
と応援基金へ約2億3,263万円、合併地
域振興基金へ約1億281万円です。また、
地方債の繰上償還を実施するために減
債基金から6億3,144万円を取り崩し、
その他目的基金から取り崩したものと
してはふるさと応援基金の1億3,950万
円が主なものです。

有田川町 県下市町村平均

※税込み

収入済額 支出済額 差し引き 平成30年度末（2018年度末）地方債残高水　道　事　業　会　計

１．収益的収支 4億 8,347万円 3億 6,901万円 1億 1,446万円
5億 4,990万円

２．資本的収支 2億 1,585万円 4億 3,466万円 ▲ 1億 1,881万円

財政調整基金

減債基金

その他目的基金

合計

40億7,487万円

16億4,324万円

64億6,492万円

121億8,303万円

40億8,220万円

18億4,647万円

68億5,733万円

127億8,600万円

40億9,524万円

12億2,092万円

68億6,043万円

121億7,659万円

町民1人当たり基金残高
45万円 48万円 46万円

0
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300,000
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〔基金残高：億円〕 〔１人当たり残高：円〕

平成28年度末
（2016年度末）

平成29年度末
（2017年度末）

平成30年度末
（2018年度末）

財政調整基金
減債基金
その他特定目的基金
町民1人当たり基金残高

水道事業／上水道事業は「企業会計」です。収益的収支とは、水道料金

を主な財源とし、施設の維持管理や借入金利息返済などを行います。

資本的収支とは、借入金などを主な財源とし、施設の建設や借入金

元金返済などを行います。

基金／特定の目的のために、維持あるいは積み立てられる資金または財

産。財政調整基金は、地方公共団体における年度間の財源の不均等

を調整するために設けられる基金のことで、減債基金は、地方債の

償還（返済）を年度を越えて計画的に行うために設けられる基金の

ことです。

一時借入金／一時的な現金の不足を補うために借り入れる資金。

─ 用語解説 ─

平成 30年度（2018年度） 各会計の決算状況

基金残高の状況

主な財政指標

0.346

0.509

0.342

0.508

0.340
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令和元年度（2019年度）予算の執行状況（上半期）
一般会計予算の執行状況 特別会計予算の執行状況

公営企業会計予算の執行状況

基金の状況町債および一時借入金の状況

※令和元年（2019年）9月30日現在

一般会計決算額を
町民１人当たりに換算すると…

１人当たりの町税負担額は 11 万 1,950 円
１人当たりに使われるお金（繰越含む）
 64 万 8,520 円
１人当たりの町債残高は 67 万 9,718 円

※　人口（令和元年（2019年）９月末現在）2万6,389人　

歳　　　入
水道事業会計

歳　　　出

予算額 収入済額 予算額 支出済額

4億7,102万円

2億8,497万円

2億　928万円

0円

4億2,672万円

4億　271万円

8,202万円

1,872万円

収益的収支

資本的収支

1 .

2 .

歳入科目 予算額 収入済額
１. 
２. 
３. 
４. 
５. 
６. 
７. 
８. 
９. 
10. 
11. 
12. 
13. 
14. 
15. 
16. 
17. 
18. 
19. 
20. 
21. 
22. 

町税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金および負担金
使用料および手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
町債

29億5,426万円
1億7,649万円

750万円
1,500万円
750万円

4億9,500万円
2,600万円
1,800万円
250万円
5,515万円

61億5,000万円
250万円

1億1,857万円
1億3,136万円
12億3,299万円
14億8,728万円

6,605万円
2億4,160万円
12億6,637万円
3億1,983万円
3億7,327万円
19億6,660万円
171億1,380万円

21億3,180万円
5,775万円
162万円
499万円

0円
2億5,921万円
1,164万円
1,629万円

0円
2,515万円

42億8,430万円
125万円
7,240万円
5,221万円

2億7,451万円
1億649万円
9,436万円
4,217万円

0円
5億8,271万円
7,934万円

0円
80億9,819万円合計

歳出科目 予 算 額 支出済額
１. 
２. 
３. 
４. 
５. 
６. 
７. 
８. 
９. 
10. 
11. 
12. 
13. 
14. 

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

1億899万円
18億2,882万円
41億4,045万円
12億1,259万円

1,053万円
16億7,726万円
4億534万円

13億4,839万円
15億5,110万円
13億60万円
4億5,322万円
25億9,975万円
4億5,101万円
2,575万円

171億1,380万円

5,798万円
6億2,260万円
11億6,848万円
4億2,936万円

252万円
3億9,599万円
8,977万円

1億4,823万円
3億3,120万円
5億4,091万円
8,070万円

12億7,794万円
5,027万円

0円
51億9,594万円合計

会計区分 予算額 収入・支出済額

国民健康保険事業
       
後期高齢者医療
       
介護保険事業
       
簡易水道事業
       
農業集落排水事業
       
簡易排水事業
       
浄化槽事業
       
かなや明恵峡温泉
       
特別養護老人ホーム等事業
       
公共下水道事業
       
岩倉財産区管理会
       
粟生財産区管理会
       
城山山林財産区管理会
       
八幡山林財産区管理会
       
安諦山林財産区管理会
       

36億6,478万円
     

7億3,262万円
      

33億345万円
     

6億4,675万 円
    

2億9,588万円
    

248万円
     

768万円
     

7,249万円
     

3,126万円
     

19億4,645万円
     

6万円
     

30万円
     

192万円
     

77万円
     

11万円
     

107億699万円

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

17億7,594万円
15億6,155万円
1億684万円
2億6,469万円
13億2,484万円
12億9,804万円

8,183万円
2億7,370万円
2,127万円

1億2,459万円
35万円
89万円
187万円
217万円
3,076万円
4,009万円
8万円
8万円

1億958万円
6億6,388万円

0円
0円

39万円
0円

190万円
0円

14万円
0円

8万円
0円

34億5,588万円
42億2,967万円

合計

会計区分 現　在　高

一般会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

簡易排水事業特別会計

浄化槽事業特別会計

公共下水道事業特別会計

水道事業会計

179億3,709万円

24億2,358万円

12億9,074万円

431万円

2,650万円

86億　798万円

5億3,207万円

308億2,227万円合　　　計

一時借入金
（一般会計および特別会計） 0円

区　　　分 現　在　高

財政調整基金

減債基金

その他特定目的基金

33億4,291万円

12億2,092万円

68億6,254万円

114億2,637万円合　　　計
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11 月 9日（土）から 12日（火）まで和歌山県内で
行われた「第 32 回全国健康福祉祭和歌山大会」。11
月 10 日（日）には、当町で「俳句交流大会」を開催
しました。吟行会場となった田殿丹生神社・水﨑農園
（みかん狩り）では有田川町の自然とこの時期ならでは
の景色を書き留める参加者の姿が見られました。
大会結果などについては町ホームページに掲載して

います。
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10 月 19 日（土）・20日（日）、吉備地域文化祭で「認

知症キャラバン・メイト連絡会」のブースを出展しました。

積み木パズル・言葉当てクイズなどを体験する脳トレコー

ナーや、子どもたちと一緒に楽しんでいただける工作コー

ナーを設け、200 人を超える皆さまにご来場いただきま

した。

認知症キャラバン・メイト連絡会では、認知症を正し

く理解し誰もが安心して住み続けられるやさしい町を目

指して「認知症サポーター養成講座」を開催しています。

講座は随時開催出来るので、事務局（地域包括支援セン

ター）までご連絡お待ちしております。

老人憩いの家紅梅荘で和歌山シニアエクササイズを始

めて約 10 年。現在も毎月第１・第３火曜日 13 時 30 分

から行っています。約 1時間半、休憩をはさみながらス

トレッチやステップ運動、筋トレなど行い、終了後は「今

日もがんばった！終わった！」と満足感でいっぱいです。

継続は力なり！「続けていると、外出して歩いても翌

日の疲れを感じなくなった」「家事が楽になった」「おしゃ

べりが気分転換になる」「この運動（集まり）に出会えて

よかった」など、参加者の声が聞かれました。

運動量が多いので若い世代の方にも十分満足できる体

操となっています。ぜひ一緒に運動して健康づくりしま

しょう。

また、きび保健福祉センターでも同じ運動を毎月第２・

第４月曜日 10時から行っています。駐車場も多数あり、

見学も自由にしていただけます。
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開設日時など
子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8:30 ～ 17:15

子育て相談・ほっとルーム 
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00 ～ 11:00・13:30 ～ 16:30

あそびのひろば
●第 1・第 3金曜日／ 0～ 1歳半 
●第 2・第 4金曜日／ 1歳半～就学前 
※第 5金曜日はお休みです

10:00 ～ 11:30（9:30 受け付け開始） 

14:00 ～ 15:00（13:30 受け付け開始）

「たまてばこ」さんの 
絵本の読み聞かせ

奇数月の第 1金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 0～ 1歳半
偶数月の第 2金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

●第 4水曜日（12 月 25 日）10:00 ～ 11:00 
　※ 9:30 受け付け開始　※受け付け後、10:00 まで自由遊び 
●内容／クリスマスを楽しもう
●場所／金屋文化保健センター

●場所（にこにこひろば以外）／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-7697・52-5474（ファクス兼用）

健康みちしるべ

策
対
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ

）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健

室
祉
福
民
住
局
政
行
水
清

ほっとルームでは自由に遊んでお
しゃべりできる場所を、あそびのひろ
ばでは楽しいあそびを用意してお待ち
しています。
一緒に子育てを楽しみましょう！
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令和 2年（2020 年）1月 15 日（水）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

令和 2年（2020 年）1月 26 日（日）
8:00 ～ 9:00　きびドーム

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

令和 2年（2020 年）2月 16 日（日）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

集団健診は
事前に申し込みが必要です！

申し込みは健康推進課（金屋庁舎）ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・健康保険の種類によって
受診できる内容が異なります。

12 月 4 日（水）

※ 1月の健康相談はお休み

■場所／金屋文化保健センター

12 月 2日（月）清水保健センター
12 月 5日（木）金屋文化保健センター
12 月 12 日（木）金屋文化保健センター
12 月 19 日（木）金屋文化保健センター
12 月 26 日（木）金屋文化保健センター
令和 2年（2020 年）1月 6日（月）清水保健センター
令和 2年（2020 年）1月 9日（木）金屋文化保健センター

4 カ月児健診［令和元年（2019 年）8月生まれ］
　12 月 24 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［平成 31年（2019 年）1月生まれ］
　12 月 3日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6カ月児健診［平成 30年（2018 年）4月生まれ］
　12 月 18 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 29 年（2017 年）9月生まれ］
　12 月 25 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6カ月児健診［平成 28年（2016 年）5月生まれ］
　12 月 11 日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

12月 2日（月）・令和 2年（2020 年）1月 6日（月）

■場所／清水保健センター 実施時間　9:00～11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

医療費状況（令和元年（2019 年）10 月）
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安諦小学校 5・6年生が木工体験（9月 17日）
と森林学習（10月 8日、21日）を行いました。
木工体験では、しみず木工等体験センターで、

創作を通して木材に親しむという目的の下、椅
子作りに挑戦しました。また、森林学習では、
清水森林組合の方を講師に招き、「くらしと林
業」について学びました。事前学習を行った後、
上湯川地区で現地学習を行いました。
仕事の内容だけでなく林業にかける思いを聞
くなかで、児童らは、森林保全の大切さを体感
することができました。

 
10 月 28 日（月）、ミラマーレ・オペラの皆さま
による「オペラ『てかがみ』」を鑑賞しました。ミ
ラマーレ・オペラの皆さまの歌声や演技、オーケス
トラの生演奏、照明などの演出は本当に素晴らし
かったです。ほとんどの児童はオペラを鑑賞するの
が初めてで、とても良い経験になりました。 
4 年生の有志 10 人と 5・6年生全員がオペラに

出演し、４つのシーンで実際に歌ったり踊ったりす
る演技をしました。フィナーレは、出演者の皆さま
と一緒に盛り上がりました。
児童にとって貴重な体験となりました。

7月 10日（水）、生活研究グループ金屋支部の皆さまと一
緒に体験させていただいた「こうじみそ作り」。
3カ月熟成し、できあがったみそを学校に届けていただき
ました。みそを手にとった子どもたちは、色を観察したりに
おいをかいでみたり。
西ケ峯小学校では、届けてもらったみそを使ってみそ汁を
作り、学校で育てたさつまいもを使ったごはんと一緒に、生
活研究グループの皆さまに食べていただきました。小川小学
校では、みそを使ったみそ汁以外の料理のレシピをご紹介い
ただき、保存方法も教えていただきました。
ご家庭でも一緒に料理をしたり手作りの良さについて話し
たりし、食育について考えるきっかけになれば幸いです。
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ちいさな駅美術館
　～ Ponte del Sogno ～

長 新太　原画展
11/1（金）～ 12/27（金）
時間／平日 10:00 ～ 19:00、

土日祝 10:00 ～ 17:00
※月曜日休館
（祝日の場合は翌日休館）
※ 11 月 29 日（金）は臨時休館日
※最終日は 15:00 で終了

新着図書案内
■一般書
頂上捜査　………………………　安東能明／著
明日の僕に風が吹く　…………　乾ルカ／著
極上の罠をあなたに　…………　深木章子／著
「作家」と「魔女」の集まっちゃった思い出　…　角野栄子／著
読書実録　………………………　保坂和志／著
不審者　……………………………　伊岡瞬／著
ごめん。　……………………………　加藤元／著
アンジュと頭獅王　……………　吉田修一／著
名残の花　………………………　澤田瞳子／著
鉄の楽園　…………………………　楡周平／著
オーガ（ニ）ズム　………………　阿部和重／著
菊花の仇討ち　…………………　梶よう子／著
Ｉの悲劇　………………………　米澤穂信／著
昭和 40 年男　……………………　佐川光晴／著

■児童書
ゆめみるどうぶつたち　…　イザベル・シムレール／作
とんでいったふうせんは
　…　ジェシー・オリベロス／作　ダナ・ウルエコッテ／絵
ねことねこ　……………………　町田尚子／作
もうひとつの曲がり角　………　岩瀬成子／著

12 月の移動図書館
12月 3日（火）　小川小学校　　　13:00～13:30
12月 4日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30
12月 6日（金）　八幡小学校　　　13:00～13:45

　西ケ峯小学校　　15:25～15:45
12月11日（水）　安諦小学校　　　12:40～13:00

　しみず園　　　　15:30～16:00
12月12日（木）　鳥屋城小学校　　13:00～13:30
12月17日（火）　小川小学校　　　13:00～13:30
12月18日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30
12月20日（金）　石垣小学校　　　13:00～13:30

　西ケ峯小学校　　15:25～15:45

年末年始のお休み
12 月 28 日（土）～令和 2年（2020 年）1月 6 日（月）の期

間中は、有田川Library全館休館いたします。新年は1月7日（火）
から開館します。

臨時休館日
蔵書点検に伴う臨時休館日があります。

●地域交流センター（ALEC）／ 12 月 24 日（火）～ 27 日（金）
●金屋図書館／ 12 月 10 日（火）～ 13 日（金）
※ 12月 10 日（火）のおひざでだっこのおはなし会は開催します。

ALEC 図書業務（本の貸し出し）は
12月 15 日（日）が年内最終日です
新しい図書カードの切り替えは 12 月 22 日（日）まで受け付

けます。なお、旧図書利用カードは令和 2年（2020 年）1月 7
日（火）をもって利用不可となりますのでご注意ください。
※ 12月 17 日（火）～ 22日（日）の期間、図書コーナー・漫画
コーナーを閉鎖します。

※図書コーナー・漫画コーナー以外の館内・オレンジカフェ・
研修室はご利用できます。

12 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／12月14日（土）10:30～（約30分間）
場所／金屋図書館
②日時／ 12 月 7日（土）、21 日（土）

いずれも 10:30 ～（約 30 分間）
場所／ちいさな駅美術館

■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 12 月 10 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
対象／ 4カ月～ 2歳児

■えほんルーム
日時／ 12 月 5日（木）、8日（日）

いずれも 10:00 ～ 12:00
場所／金屋図書館

■えほんひろば
日時／ 12 月 22 日（日）10:00 ～ 16:00
場所／ ALEC 内廊下

■英語のおはなし会
日時／ 12 月 15 日（日）14:00 ～ 14:40
場所／ ALEC 内研修室

申し込み不要
・参加費無料
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イメージ画像

ウォークスルーシステムとは、
図書貸し出し利用カードと借りたい本を持ってゲートを通り抜けるだけで
貸し出しが完了するシステムです。

■ウォークスルーを利用して本を借りたいとき
布や紙製のバック（保冷バックは不可）に、ご本
人の利用者カード 1枚と借りたい本を入れて、通常
の速度で歩いて通り抜けてください。
なお、先にゲート内に利用者がいないかを確認い
ただいてからのご利用となります。
ゲート出口のランプが赤色に点滅した場合は、図
書カウンターまでお越しください。

※ご注意ください！
・利用者カードを複数枚持っての利用はできません。
・利用者カードを財布やポケットに入れている場合
や本を脇に抱えてゲートを通り抜けると、貸し出
し処理されない場合があります。

■本を返すとき
図書カウンター横の自動返却ポストへ返却したい
本だけ入れてください。
継続貸し出しを希望する本がある場合は、図書カ
ウンターにお申し出ください。

■自分が借りている本を知りたいとき
●【おすすめ！】メールで確認する方法
メールアドレスをご登録いただくと（＊）、ウォー
クスルー通過後に、貸し出された本の貸し出し完了
メールが届きます。
また、貸し出し完了メールの中にはお知らせした
い情報が記載されている場合があります。必ずご確
認ください。

●その他の確認方法
・館内OPAC にログインして確認
・有田川 Library の蔵書検索ページ内、利用者のペー
ジで確認
・図書カウンターに申し出て確認

（＊）メールアドレスの登録方法
①図書カウンターでパスワード申請をする。
　初期値は生年月日の月・日の 4桁で登録されてい
ます（例として、1月 31 日生まれの場合のパスワ
ードは 0131）。任意のパスワードに変更してくだ
さい。
②有田川 Library のホームページから「蔵書検索」、「メ
ールアドレスの変更」の画面まで進む。

③利用者カードの番号（裏面のバーコード下部のア
ルファベットを除く数字 6桁）、申請したパスワー
ド、登録するメールアドレス、メール種別をそれ
ぞれ選び、「変更」をクリック。確認画面が表示さ
れるので、内容を確認し、送信ボタンをクリック。
④変更受け付けまで完了したら確認メールが届きま
す。
※メールが届かない場合は、お持ちの携帯電話の
メール受信設定などをご確認ください。

図書貸し出しカード切り替えのお願い
町の学校図書館を除く公共の図書施設をご利用の皆さま
には、現在お持ちの利用カードから新しい利用カードへの
切り替えが必要となります。ご本人のお名前・現住所を確
認できるもの（住所が印字されているもの）をお持ちの上、
新しいカードの交付手続きを行っていただきますようお願
いいたします。

●交付場所／金屋図書館・ALEC・ちいさな駅美術
館・しみず図書室
●無料交付期間／ 11 月 1 日（金）～令和 2年 3
月 31 日（火）　※令和 2年 4月 1日以降は再発行手
数料（300円）が必要です。
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◆
◆
◆

和
令

2
（年

0
2
0
2

）
年 

式
人
成

●

時
日

和
令
／

2

（
年

0
2
0
2

）
年

1
月
12

）
日
（
日

12
時
30

け
付
け
受
分

、
始
開

13

●

所
場

●

者
象
対

成
平
／

11

（
年

9
9
9
1

）
年

4
月
2

12

（
年

2
0
0
0

）
年

4
月
1

方
た
れ
ま
生
に
間
の
日

年
今
※

11
月
1

住
に
町
川
田
有
、
在
現
日

お
を
状
内
案
に
方
る
い
て
れ
さ
録
登
民

。
す
ま
い
て
し
り
送

方
る
い
て
れ
さ
録
登
民
住
に
村
町
市
他
※

希
を
席
出
に
式
人
成
の
町
川
田
有
、
で

。
い
さ
だ
く
み
込
し
申
お
は
方
る
す
望

る
い
て
い
だ
た
い
を
絡
連
に
既
、
お
な

で
要
不
は
み
込
し
申
お
の
度
再
は
方

。
す

）
舎
庁
屋
金
（
課
育
教
会
社桂

枝
曾
丸

と
ん
さ

笑
福
亭
呂
竹

ん
さ

語
落
典
古
。
す
ま
し
催
開
を
席
寄
る
よ
に

。
す
ま
い
行
を
演
実
の
語
落
弁
山
歌
和
や●

時
日

和
令
／

2

（
年

0
2
0
2

）
年

1
月
26

）
日
（
日

14

13
時
30
分

）
場
開

●

所
場

2
階

●

券
り
売
前
／

0
0
5
1

券
日
当
、
円

0
0
8
1

円

●

売
販
券
り
売
前

／
12
月
3

か
）
火
（
日A

L
E
C
・）

売
販
で
）
舎
庁
屋
金
（
課
育
教
会
社

。
で
ま
課
育
教
会
社
。
可
約
予
話
電
※

）
舎
庁
屋
金
（
課
育
教
会
社

話
手
の
て
め
じ
は

な
ど
。
す
で
座
講
話
手
の
け
向
者
心
初

軽
気
お
。
す
ま
け
だ
た
い
加
参
ご
も
で
た

。
い
さ
だ
く
加
参
ご
に●

時
日

和
令
／

2

（
年

0
2
0
2

）
年

1
月
25

）
土
（
日

13
時
30

15
時

●

所
場

所
健
保
浅
湯
／

2

室
議
会
大
階

浅
湯
町
浅
湯
（

2
3
5
5
‐
1
）

●

者
象
対

方
ぶ
学
を
話
手
て
め
じ
は
／

●

容
内

・
明
説
の
て
い
つ
に
害
障
覚
聴
／

習
練
現
表
の
介
紹
己
自
や
つ
さ
い
あ

●

員
定

／
30

）
順
着
先
（
人

●

費
加
参

料
無
／

●

み
込
し
申

●

日
切
締
込
申

和
令
／

2

（
年

2
0
2
0

）
年

1
月
17

）
金
（
日

福
健
保
部
祉
福
康
健
局
興
振
田
有

浅
湯
町
浅
湯
（
課
祉

2
3
5
5
‐
1
）

４
９
２
１
‐
４
６
☎

　

０
９
２
１
‐

室
教
ス
ル
ヘ
ル
タ
ン
メ

」
座
講
ス
ネ
ル
フ
ド
ン
イ
マ
の
め
た
う
合
き
付
に
手
上
と
ス
レ
ト
ス
「

の
ス
ネ
ル
フ
ド
ン
イ
マ
の
題
話

瞑
想
をう

合
き
付
に
手
上
と
ス
レ
ト
ス
、
し
践
実

。
す
ま
し
え
伝
お
を
法
方●

時
日

和
令
／

2

（
年

0
2
0
2

）
年

1

月
17

）
金
（
日

13
時
30

15
時
30
分

●

所
場

局
興
振
田
有
／

3

室
議
会
大
階

浅
湯
町
浅
湯
（

2
3
5
5
‐
1
）

●

師
講

理
心
師
講
ス
ネ
ル
フ
ド
ン
イ
マ
／

 

生
先
紀
由
本
谷

●

み
込
し
申

番
話
電
・
名
町
市
の
い
ま
住
お
・
名
氏

い
さ
だ
く
え
伝
お
を
号

●

日
切
締
込
申

和
令
／

2

（
年

2
0
2
0

）
年

1
月
6

）
月
（
日

福
健
保
部
祉
福
康
健
局
興
振
田
有

浅
湯
町
浅
湯
（
課
祉

2
3
5
5
‐
1
）

４
９
２
１
‐
４
６
☎

　

０
９
２
１
‐
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◆
◆
◆

）
児
（
者
害
障
身
心
度
重
町
川
田
有

？
か
す
で
み
済
お
は
請
申
の
当
手
祉
福

神
精
は
く
し
も
的
知
・
体
身
、
で
宅
在

祉
福
、
し
対
に
方
る
あ
が
害
障
の
度
重
に

す
給
支
て
し
と
的
目
を
と
こ
る
図
を
上
向

に
象
対
給
支
の
当
手
の
こ
。
す
で
当
手
る

、
は
に
方
る
れ
わ
思
と
る
な

11

に
旬
上
月

認
確
ご
で
の
る
い
て
し
付
送
を
せ
ら
知
お

て
れ
さ
出
提
を
書
請
申
だ
ま
。
い
さ
だ
く

、
上
の
認
確
ご
を
項
事
要
必、
は
方
い
な
い

。
い
さ
だ
く
出
提
ご

）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や◆

◆
◆

る
よ
に
士
理
税

内
案
ご
の
場
会
談
相
区
地

方
き
書
の
書
告
申
定
確
る
よ
に
士
理
税

。
す
ま
い
行
で
料
無
を
談
相
の
ど
な

ら
か
午
正
も
場
会
の
れ
ず
い
※

13

で
ま
時

あ
が
合
場
る
す
了
終
を
け
付
け
受
に
め

。
す
ま
り

、
え
控
の
分
年
前
、
は
に
際
の
場
来
ご
※

あ
の
入
収
金
年
・
与
給
（
票
収
徴
泉
源

証
種
各
る
係
に
除
控
得
所
、）
合
場
る

な
要
必
に
成
作
の
書
告
申
の
ど
な
書
明

持
ご
を
ど
な
鑑
印
、
具
用
記
筆
と
類
書

◆
◆
◆

度
制
険
保
療
医
者
齢
高
期
後

？
か
た
し
ま
け
受
は
査
診
康
健

和
令
は
査
診
康
健

2

（
年

2
0
2
0

）
年

2

き
で
が
と
こ
る
け
受
で
ま
日
末
月

だ
ま
、
で
方
の
ち
持
お
を
券
診
受
。
す
ま

ぜ
、
は
方
い
な
い
て
け
受
を
査
診
康
健

を
態
状
康
健
の
身
自
ご
に
会
機
の
こ
ひ

は
点
な
明
不
ご
や
失
紛
の
ど
な
券
診
受

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お

は
に
方
の
象
対
※

5

ど
な
券
診
受
に
末
月

。
す
ま
い
て
し
送
発
を

●

査
診
康
健
科
医

者
象
対
・

／
75

。
方
の
上
以
歳

65

上
以
歳

75

認
、
り
あ
が
害
障
の
定
一
で
満
未
歳

。
方
た
れ
ら
け
受
を
定

目
項
査
検
・

脂
・
察
診
・
測
計
・
診
問
／

系
謝
代
・
能
機
腎
・
尿
・
能
機
肝
・
質

所
場
施
実
・

る
い
て
し
封
同
と
券
診
受
／

い
て
れ
さ
載
記
に
覧
一
関
機
療
医
施
実

関
機
療
医
る

用
費
・

料
無
／

●

査
診
康
健
科
歯

者
象
対
・

成
平
／

31

（
年

9
1
0
2

）
年

3

で
末
月

75

・
歳

80

・
歳

85

と
方
の
歳

90

方
の
上
以
歳

目
項
査
検
・

・
診
問
／

口
腔

口
・
査
検
内

査
検
能
機
腔

所
場
施
実
・

る
い
て
し
封
同
と
券
診
受
／

い
て
れ
さ
載
記
に
覧
一
関
機
療
医
施
実

関
機
療
医
る

用
費
・

料
無
／

合
連
域
広
療
医
者
齢
高
期
後
県
山
歌
和

　

８
８
６
６
‐
８
２
４
‐
３
７
０
☎

度
制
険
保
療
医
者
齢
高
期
後、

合

1

が
額
担
負
己
自
の
月
カ

2
0
0を

方
る
あ
が
性
能
可
る
れ
さ
減
軽
上
以
円

、
に
象
対

11

ら
か
旬
下
月

12

か
に
旬
上
月

。
す
ま
い
て
し
付
送
を
せ
ら
知
お

の
政
財
険
保
療
医
や
減
軽
の
担
負
者
患

。
い
さ
だ
く
討
検
ご
を
用
使

。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
の
も
る
す
制
強
を

合
場
い
な
き
で
が
え
替
り
切
の
へ
品
薬

ま
師
医
の
け
つ
り
か
か
。
す
ま
り
あ
も

。
い
さ
だ
く
談
相
ご
に
師
剤
薬
は
た

　

‐
３
５
‐
０
２
１
０
☎

療
医
者
齢
高
期
後
県
山
歌
和
・）
料
無

合
連
域
広

　

‐
８
２
４
‐
３
７
０
☎

８
８
６
６

。
い
さ
だ
く
参

等
式
株
・
物
建
・
地
土
「
も
と
場
会
各
※

相
「」
税
与
贈
「」
得
所
た
れ
さ
却
売
を

談
相
る
す
関
に
」
得
所
林
山
「」
税
続

税
浅
湯
、
は
合
場
な
要
必
が
談
相
る
す

。
い
さ
だ
く
し
越
お
で
ま
署
務

署
務
税
浅
湯

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

開設日

開設場所

2月
開設時間12 13 17 18 19

水 木 月 火 水

有田市役所　3階　会議室 ● ●
9時 30 分～ 16 時
（相談受付締切時間

　15 時 30 分）

湯浅納税協会　3階　会議室 ●

9時 30 分～ 15 時
（相談受付締切時間

14 時 30 分）

有田川町役場
　吉備庁舎 3階　中会議室 ●

有田川町役場
　清水行政局 2階　大会議室 ●

※有田市会場は、有田市文化福祉センターから有田市役所に変更しています。
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対
が
績

●

限
期
薦
推
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令
／

2

（
年

2
0
2
0

）
年

1
月
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）
金
（
日

●

式
彰
表

和
令
／

2

（
年

0
2
0
2

）
年

3
月
7

定
予
を
）
土
（
日

）
舎
庁
屋
金
（
課
育
教
会
社

せ
ら
知
お
の
ら
か
隊
衛
自
・
省
衛
防

目
種
各

 

集
募
の
官
衛
自

●

集
募
の
生
補
候
官
衛
自

／
間
期
付
受
・

12
月
14

で
ま
）
土
（
日

／
日
験
試
・

12
月
15

）
日
（
日

／
格
資
・

18

上
以
歳

33

年
（
者
の
満
未
歳

せ
わ
合
い
問
お
は
て
い
つ
に
日
準
基
齢

）
い
さ
だ
く

●

】
般
一
【
集
募
の
徒
生
校
学
科
工
等
高

／
間
期
付
受
・

11
月
1

2

）
年
０
２
０
２
（
年

1
月
6

）
月
（
日

和
令
／
日
験
試
・

2

）
年
０
２
０
２
（
年

1
月
18

）
土
（
日

和
令
／
格
資
・

2

）
年
０
２
０
２
（
年

4

月
1

で
在
現
日

15

上
以
歳

17

の
満
未
歳

。
者
業
卒
校
学
中
で
子
男

●

会
明
説
集
募
種
各

で
所
内
案
集
募
田
有
／

日
平

9

17
時
30

中
施
実
時
常
に
分

部
本
力
協
方
地
山
歌
和
隊
衛
自
省
衛
防

 町
崎
宮
市
田
有
（
所
内
案
集
募
田
有1

0
6
‐
2
）　

１
３
６
６
‐
２
８
☎

　

E-m
ail  recruit1-w

akayam
a@
pco.

m
od.go.jp

分
）
年
９
１
０
２
（
年
元
和
令

場
会
告
申
定
確
税
得
所

和
令
は
で
署
務
税
浅
湯

2
年

）
年
０
２
０
２
（

2
月
17

ら
か
）
月
（
日

3

月
16

を
場
会
成
作
書
告
申
で
ま
）
月
（
日

除
を
ど
な
日
祝
・
日
・
土
（
す
ま
し
設
開

。）
く

2
月
14

て
し
設
開
は
前
以
）
金
（
日

け
受
の
書
告
申
の
み
済
成
作
、
が
い
な
い

は
け
付
け
受
談
相

16

な
。
す
で
で
ま
時

。
い
さ
だ
く
し
越
お
に
め
早
く
べ
る

、
り
よ
に
況
状
雑
混
の
場
会
告
申、
お
な

16

る
す
了
終
を
け
付
け
受
談
相
に
前
以
時

。
い
さ
だ
く
承
了
ご
。
す
ま
り
あ
が
合
場

紙
用
・
け
付
け
受
の
書
告
申
の
み
済
成
作

は
付
交
の

17

（
日
初
日
設
開、
た
ま

2
月
17

））
月
（
日

（
限
期
告
申
定
確
や

3
月
16

））
月
（
日

さ
想
予
が
と
こ
る
す
雑
混
変
大
、
は
際
間

。
す
ま
れ

署
務
税
浅
湯

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

（
告
申
定
確

e
‐
T
a
x
）

書
告
申
の
税
与
贈
・
税
費
消
・
税
得
所

画
。
い
さ
だ
く
用
利
ご
ひ
ぜ
、
で
の
る
き

告
申
れ
さ
算
計
動
自
が
ど
な
額
税
、
ば
れ

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
す
成
作
を
ど
な
書

は
ど
な
書
告
申
た
し
成
作

e
‐
T
a
x

に
ず
か
行
に
署
務
税
、
で
と
こ
る
す
信
送

。
す
ま
き
で
告
申
ら
か
宅
自

収
金
年
や
方
る
あ
が
入
収
与
給
、
た
ま

ど
な
方
る
あ
が
得
所
雑
の
ど
な
業
副
・
入

ぜ
、
で
の
る
き
で
が
と
こ
る
す
成
作
を
書

e
‐
T
a
x
を

。
い
さ
だ
く
用
利
ご

署
務
税
浅
湯

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

e
‐
T
a
x

が
き
続
手
用
利
の

た
し
ま
り
な
に
利
便
り
よ

成
平

31

（
年

9
1
0
2

）
年

1

か
月

ID

。
す
ま
け
だ
た
い
用
利
ご
が

、
は
て
い
つ
に
細
詳

e
‐
T
a
x

w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

を
）

。
い
さ
だ
く
覧
ご

署
務
税
浅
湯

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

◆
◆
◆

第
）
年
９
１
０
２
（
年
元
和
令

15
回

考
選
の
次
。
す
ま
し
彰
表
、
り
贈
を
賞
ツ

く
て
し
薦
推
を
者
当
該
、
き
づ
基
に
準
基

。
い
さ
だ●

者
象
対

る
す
当
該
に
か
れ
ず
い
の
次
／

者　

者
る
す
住
在
に
内
町
①

 

内
町
②

体
団
る
す
在
所
に

 

会
社
の
身
出
町
③

ず
準
に
れ
こ
び
よ
お
生
学
大
は
た
ま
人

生
学
る

 

学
の
内
町
で
身
出
の
内
町
④

生
学
る
す
学
在
に
校

●

準
基
考
選

て
い
お
に
会
大
際
国
／

。
者
た
げ
挙
を
績
成
な
秀
優
に
特
て
い
お

句
語
す
表
を
模
規
国
全
／

３
第
ら
か
位
１
第
、
で
会
大
る
す
冠
を

。
者
た
げ
挙
を
績
成
の
で
ま
位

す
表
を
模
規
国
全
／

。
者
た
し
賞
入
で
会
大
る
す
冠
を
句
語

語
る
す
表
を
と
こ
る
あ
で
模
規
な
当
相

３
第
ら
か
位
１
第
で
会
大
る
す
冠
を
句

。
者
た
げ
挙
を
績
成
の
で
ま
位

位
１
第
で
会
大
県
／

。
者
た
げ
挙
を
績
成
の

下
以
生
学
小
／

す
表
を
模
規
国
全
、
し
と
者
場
出
を
者
の

。
者
た
し
賞
入
で
会
大
る
す
冠
を
句
語
る

語
る
す
表
を
と
こ
る
あ
で
模
規
な
当
相

３
第
ら
か
位
１
第
で
会
大
る
す
冠
を
句

県
び
よ
お
者
た
げ
挙
を
績
成
の
で
ま
位

。
者
た
げ
挙
を
績
成
の
位
１
第
で
会
大

●

間
期
象
対

成
平
／

31

（
年

2
0
1
9

）
年
1
月
1

2
0
1
9

）
年

12
月
31
日

成
の
高
最
年
該
当
の
体
団
は
た
ま
人
個
※

4



◆
◆
◆

？
か
ん
せ
ま
り
作

要
必
が
示
提
の
類
書
認
確
人
本
ず
必
、
か

、
ば
れ
あ

1

。
す
ま
き
で
が
示
提
の
類
書
認
確●

？
の
る
え
使
に
合

。
す
ま
き
で
用
利
に
き
と
な
う
よ
の
次

ま
い
て
れ
さ
定
限
に
囲
範
た
れ
ら
め
定

さ
だ
く
認
確
ご
を
的
目
用
利
、
は
合
場
た

。
い

し
と
明
証
分
身
な
的
公
の
き
付
真
写
顔
・

て

へ
場
職
に

請
申
の
金
時
一
児
育
産
出
や
当
手
童
児
・

へ
合
組
険
保
康
健
や
場
役
で

へ
場
役
や
署
務
税
で
告
申
の
金
税
・

会
券
証
や
行
銀
で
き
続
手
の
用
運
産
資
・

へ
社

構
機
金
年
本
日
に
き
続
手
の
付
給
金
年
・

へ

）
用
利

・
e
‐
T
a
x

で
請
申
子
電
の
ど
な

●

？
は
法

知
通
号
番
人
個
／
請
申
る
よ
に
便
郵
・

押
・
名
記
は
た
ま
名
署
に
書
請
申
の
こ

交
。
す
ま
け
つ
り
貼
を
真
写
顔
、
し
印

か
い
な
が
い
違
間
に
容
内
の
書
請
申
付

郵
、
て
れ
入
に
筒
封
用
付
送
、
し
認
確

。
す
ま
し
函
投
に
ト
ス
ポ
便

カ
ル
タ
ジ
デ
／
請
申
る
よ
に
ン
コ
ソ
パ
・

ソ
パ
、
し
影
撮
を
真
写
顔
で
ど
な
ラ
メ

の
用
請
申
付
交
。
す
ま
し
存
保
に
ン
コW

e
b

。
す
ま
し
ス
セ
ク
ア
に」
ト
イ
サ
合
総
ド

。
す
ま
し
信
送
て
し
付
添
を
真
写
顔

て
れ
さ
載
記
に
分
部
下
の
面
紙
の
前
る

る
い

Q
R

。
す
ま
し
信
送
て
し
付
添
を
真
写
顔、
し

・
舎
庁
屋
金
・
舎
庁
備
吉
／
請
申
で
口
窓
・

と
こ
る
す
請
申
で
口
窓
の
局
政
行
水
清

添
に
書
請
申
、
際
の
そ
。
す
ま
き
で
も

で
料
無
が
員
職
場
役
は
真
写
顔
る
す
付

。
す
ま
し
影
撮

●

？
は

。
す
で
料
無
回
初

●

？
は
れ
流
の

約
、
後
請
申

3

に
書
会
照
た
い
届
。
す
ま
き
届
に
宅
自
ご

の
こ
、
上
の
印
押
、
名
記
・
入
記
を
所
住

認
確
人
本
の
ど
な
証
許
免
転
運
・
書
会
照

に
際
た
い
だ
た
い
参
持
に
口
窓
た
れ
さ

　住
・
８
７
１
０
‐
５
９
‐
０
２
１
０
☎

）
舎
庁
備
吉
（
課
民

ID
を

？
か
ん
せ
ま
し
定
設

和
令
て
し
と
策
化
性
活
費
消
は
府
政

2

（
年

0
2
0
2

で
定
予
る
す
施
実
を
度
制
」
ト
ン
イ
ポ
ナ
イ

レ
プ
に
方
た
し
い
払
前
を
額
金
定
一
で
段
手

が
」
ト
ン
イ
ポ
ナ
イ
マ
「
て
し
と
分
ム
ア
ミ

。
す
で
定
予
る
な
と
度
制
る
れ
さ
与
付

す
で
中
整
調
が
府
政
は
細
詳
の
度
制

し
と
件
条
提
前
の
用
利
の
度
制
の
こ
、
が

ID

り
な
に
要
必
が
」
定
設
の

ID

を
定
設
の

。
い
さ
だ
く
討
検
ご

）
舎
庁
備
吉
（
課
整
調
画
企◆

◆
◆

所
療
診
患
急
日
休
方
地
田
有

　

療
診
の
始
年
末
年●

日
療
診
の
始
年
末
年

／
12
月
30

・）
月
（日

31

和
令、
）
火
（
日

2

（
年

0
2
0
2

）
年

1
月
1

3

）
金
（
日

●

間
時
療
診

／
10

16
時

は
け
付
け
受
※

15
時
30

で
ま
分

●

目
科
療
診

科
児
小
・
科
内
／

所
療
診
患
急
日
休
方
地
田
有

　

３
５
☎

２
８
８
４
‐

4



施
実
覧
閲
の
果
成
の
査
調
籍
地

成
平

30

（
度
年

8
1
0
2

に
）
度
年

次
た
し
施
実
を
）
査
調
地
現
（
査
調
籍
地

施
実
を
覧
閲
の
果
成
、
て
い
つ
に
区
地
の

。
す
ま
し

係
関
、
ど
な
者
有
所
の
地
土
る
す
当
該

く
し
越
お
に
内
間
期
ず
必
は
ま
さ
皆
の
者

訂
等
り
誤
み
の
に
内
間
期
の
こ
。
い
さ
だ

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
す
を
出
し
申
の
正●

区
地

部
一
の
川
瀬
三
字
大
／

●

間
期

／
12
月
7

12
月
26

）
木
（日

●

間
時

／
9

17
時

む
含
を
日
土
の
内
間
期
※●

所
場

舎
庁
屋
金
／

2
階 

課
査
調
籍
地

室
務
事

）
舎
庁
屋
金
（
課
査
調
籍
地

る
い
て
し
出
り
張
に
道
公

す
ま
し
い
願
お
を
理
管
の
ど
な
木
樹

の
民
町
、
で
上
く
い
て
し
理
管
を
路
道

。
す
ま
い

す
出
り
張
に
路
道
が
枝
の
木
や
垣
け
生

路
道
、
く
な
で
け
だ
い
ら
づ
し
行
通
、
と

事
通
交
、
ど
な
る
な
く
く
に
え
見
が
識
標

ま
。
す
ま
り
あ
が
と
こ
る
な
に
因
原
の
故

樹
や
木
倒
は
に
時
害
災
の
ど
な
風
台
、
た

に
者
用
利
路
道
、
り
よ
に
ど
な
乱
散
の
木

う
こ
。
す
ま
り
あ
も
と
こ
す
ぼ
及
を
険
危

止
防
に
然
未
を
ル
ブ
ラ
ト
や
故
事
た
し

め
た
る
す
活
生
て
し
心
安
が
ま
さ
皆
、
し

ど
な
木
樹
た
し
出
り
張
に
上
道
公
、
も
に

伐
や
い
て
ん
せ
て
し
と
任
責
の
者
有
所
は

い
願
お
を
理
管
な
切
適
、
ど
な
る
す
を
採

。
す
ま
し

金
（
課
業
産
・）
舎
庁
備
吉
（
課
設
建

）
舎
庁
屋12

月
3

ら
か
日

9

で
ま
日

す
で
間
週
者
害
障

障
く
広
に
民
国
、
は
」
間
週
者
害
障
「

深
を
解
理
と
心
関
て
い
つ
に
祉
福
の
者
害

社
が
者
害
障
、
に
も
と
と
く
だ
た
い
て
め

分
る
ゆ
ら
あ
他
の
そ
・
化
文
・
済
経
・
会

欲
意
る
す
加
参
に
的
極
積
、
に
動
活
の
野

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
設
に
め
た
る
め
高
を

に
い
互
、
も
人
い
な
も
人
る
あ
の
害
障

共
、
ら
が
な
い
合
め
認
を
さ
し
ら
人
の
そ●

い
扱
り
取
的
別
差
な
当
不
の
へ
者
害
障

。
す
ま
い
て
れ
さ
止
禁
は

こ
る
あ
の
害
障
、
く
な
が
由
理
な
当
正

こ
る
す
限
制
を
ど
な
帯
間
時
や
所
場
て

件
条
い
な
け
つ
は
に
人
い
な
の
害
障
、
と

ま
い
て
れ
さ
止
禁
が
ど
な
と
こ
る
け
つ
を

。
す●

れ
ら
め
求
が
慮
配
的
理
合
の
へ
者
害
障

。
す
ま
い
て

あ
に
中
の
会
社
、
ら
か
人
る
あ
の
害
障

の
か
ら
何
に
め
た
く
除
り
取
を
ア
リ
バ
る

伝
が
思
意
の
と
る
い
て
し
と
要
必
を
応
対

範
い
な
ぎ
す
重
が
担
負
、
き
と
た
れ
ら
え

ま
い
て
れ
ら
め
求
が
と
こ
る
す
応
対
で
囲

。
す●

施
祉
福
者
害
障
、
者
護
養
の
ど
な
族
家

ら
か
ど
な
人
の
先
め
勤
、
員
職
の
ど
な
設

発
を
者
害
障
る
れ
わ
思
と
た
け
受
を
待
虐

報
通
や
談
相
に
か
や
速
、
は
き
と
た
し
見

義
報
通
る
よ
に
律
法
。
い
さ
だ
く
て
し
を

。
す
ま
り
あ
が
務

口
窓
報
通
・
談
相
・

者
害
障
町
川
田
有
／

）
内
課
　

１
１
１
３
‐
２
３
☎

）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す
や

定
改
が
金
賃
低
最
県
山
歌
和10

月
1

低
最
県
山
歌
和
ら
か
）
火
（
日

額
間
時
は
金
賃

0
3
8

し
ま
り
な
と
円

則
罰
は
て
い
つ
に
反
違
法
金
賃
低
最
。
た

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
設
が

部
準
基
働
労
局
働
労
山
歌
和
は
く
し
詳

督
監
準
基
働
労
の
り
寄
最
は
た
ま
室
金
賃

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
へ
署

室
徴
険
保
働
労
局
働
労
山
歌
和

　

‐
２
田
黒
市
山
歌
和
（

3
‐
3
）

　
　
　
　

２
０
１
１
‐
８
８
４
‐
３
７
０
☎

4

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告



へ
ま
さ
皆
の
主
業
事

労
も
で
人
一
、
ず
ら
わ
か
か
に
態
形
用
雇

の
そ
、
り
あ
が
務
義
る
す
入
加
に
険
保
働

。
す
で
要
必
が
き
続
手

の
り
寄
最
・
局
働
労
山
歌
和
は
く
し
詳

。
い
さ
だ
く
談
相

室
収
徴
険
保
働
労
局
働
労
山
歌
和

‐
２
田
黒
市
山
歌
和
（

3
‐
3
）　

☎

２
０
１
１
‐
８
８
４
‐
３
７
０

る
け
お
に
局
務
法
方
地
山
歌
和

に
更
変
が
い
扱
り
取
の
務
事
籍
国

（
年
２
和
令

0
2
0
2

６
月
１
）
年

に
局
務
法
方
地
山
歌
和
、
ら
か
）
月
（
日

さ
更
変
が
い
扱
り
取
の
務
事
籍
国
る
け
お

次
の
方
る
す
有
を
所
住
に
内
県
。
す
ま
れ

て
い
つ
に
ど
な
出
け
届
は
た
ま
請
申
の

い
お
に
課
籍
戸
局
務
法
方
地
山
歌
和
、
は

。
す
ま
り
な
と
と
こ
う
扱
り
取
み
の
て

つ
に
談
相
る
す
関
に
択
選
籍
国
、
お
な

務
法
方
地
山
歌
和
り
お
ど
来
従
、
は
て
い

。
す
ま
い
扱
り
取
で
局
支
各
と
課
籍
戸
局●

務
事
る
れ
さ
更
変

本
日
が
方
の
人
国
外
／
請
申
可
許
化
帰
・

請
申
に
臣
大
務
法
、
め
た
の
得
取
籍
国

の
も
る
す

に
法
籍
国
／
得
取
籍
国
る
よ
に
出
け
届
・

出
け
届
、
が
方
の
籍
国
外
た
れ
ら
め
定

も
る
す
得
取
を
籍
国
本
日
で
と
こ
る
すの

の
外
以
れ
そ
と
籍
国
本
日
／
脱
離
籍
国
・

籍
国
本
日
が
方
の
籍
国
重
つ
持
を
籍
国

き
続
手
る
す
脱
離
を

談
相
る
す
関
に
籍
国
の
他
の
そ
・

山
歌
和
（
課
籍
戸
局
務
法
方
地
山
歌
和

丁
番
二
市

3

地
番

 

同
合
方
地
山
歌
和

舎
庁

4

）
階　

‐
２
２
４
‐
３
７
０
☎

１
３
１
５

の
ど
な
車
山
や
鼓
太
で
区
地
島
中
上

た
し
ま
し
入
購
を
具
祭

自
人
法
団
財
般
一
、
は
業
事
入
購
の
こ

セ
合
総
治
自
人
法
団
財
般
一
。
す
で
の
も

。
す
ま
い
て
し
援
応
施
実
を
業

）
舎
庁
備
吉
（
課
整
調
画
企12

月
10

16

は
日

間
週
発
啓
題
問
害
侵
権
人
鮮
朝
北

年
毎

12
月
10

ら
か
日

16

の
で
ま
日

1
週」

間
週
発
啓
題
問
害
侵
権
人
鮮
朝
北
「は
間

。
す
で

的
民
国
の
緊
喫
の
国
が
我
は
題
問
致
拉

る
す
と
め
始
を
決
解
の
こ
、
り
あ
で
題
課

の
へ
題
問
害
侵
権
人
る
よ
に
局
当
鮮
朝
北

む
組
り
取
て
げ
挙
を
会
社
際
国
、
が
処
対

つ
に
題
問
の
こ
、
中
る
れ
さ
と
題
課
き
べ

が
と
こ
く
い
て
め
深
を
識
認
と
心
関
て
い

し
与
関
に
致
拉
、
は
で
察
警
。
す
で
切
大

な
人
犯
」
号
ど
よ
「
や
員
作
工
鮮
朝
北
た

国
て
得
を
付
発
の
状
捕
逮
、
て
い
つ
に
ど

の
案
事
疑
容
致
拉
、
ど
な
う
行
を
配
手
際

ま
い
で
ん
組
り
取
て
け
向
に
明
解
容
全

協
ご
と
解
理
ご
の
ま
さ
皆
も
と
後
今
。
す

。
す
ま
し
い
願
お
を
力

署
察
警
浅
湯

　

０
１
１
０
‐
４
６
☎

4

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）



編集後記
すっかり寒くなりましたね…。1カ月前は半そでで過ごせた
のに、あの温かさ（暑さ ）はなんだったのか…という気持ちです。
さて、先日、研修で滋賀県にある JIAM（全 国市町村国際文化

研修所）に 3日間行ってきました。わたしが受講したのは「 自
治体職員のためのマーケティングの基本」。マーケティングにつ
いては自分の知識がなさ過ぎて、どうしても独学で勉強するに
は限界があるように感じていたので、このような機会をもらっ
て学べたのはありがたかったです。
他の自治体の職員さんとも仲良くなり、モチベーションも上

がりました！研修内容もしっかり生かせるようにがんばります
…！

（研修の度に初心にかえる　広報担当）

第
風
台

19

に
金
援
義
害
災
号

い
さ
だ
く
力
協
ご

第
風
台
年
元
和
令
「

19

よ
に
」
害
災
号

北
東
・
東
関
・
部
中
・
海
東
、
で
雨
豪
る

ま
し
生
発
が
害
被
な
大
甚
に
心
中
を
方
地

す
援
支
を
者
災
被
は
で
町
川
田
有
。
た
し

を
け
付
け
受
の
金
援
義
害
災
、
め
た
る

災
被
、
じ
通
を
座
口
金
援
義
の
県
山
歌
和

。
す
ま
け
届
へ
者

く
し
ろ
よ
を
援
支
ご
い
か
温
の
ま
さ
皆

。
す
ま
し
い
願
お●

間
期
付
受

／
12
月
20

で
ま
）
金
（
日

。
う
伴
に
時
日
庁
開
場
役
は
時
日
付
受
※●

所
場
付
受

舎
庁
備
吉
／

1

舎
庁
屋
金

1

1

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
総JR

口
東
駅
並
藤

内
案
ご
の
所
場
車
停

が
ス
バ
速
高
の
き
行
京
東

21
時
11

頃
分

に
JR

。
す
ま
し
車
発
ら
か
口
東
駅
並
藤

に
後
前
の
間
時
の
こ
に
特

JR

に
駅
並
藤

か
所
場
機
待
用
迎

JR

駐
料
有
口
東
駅
並
藤

願
お
、
う
よ
す
ま
い
さ
だ
く
車
停
に
場
車

。
す
ま
し
い

、
お
な

JR

は
場
車
駐
料
有
口
東
駅
並
藤

の
初
最

1

利
ご
で
料
無
金
料
車
駐
、
間
時

。
す
ま
け
だ
た
い
用

）
舎
庁
備
吉
（
課
整
調
画
企◆

◆
◆

12

血
献
の
月

●
12
月
24

）
火
（
日

・

源
松
社
会
式
株

 

店
備
吉

　

10

12
時

）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健

湾曲させた両手を折り曲げて、
親指以外の指先を胸に向け、
交互に上下に動かす。

このコーナーでは、日常生活で使う手話を紹介します。
一緒にやってみましょう！

手話にチャレンジ！
「うれしい・楽しい」

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

第 7回

「学校のおばけ屋敷 in 有田川」
復活応援企画開催中！

@

4

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）



各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。
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の
そ

89

正
訂
と
び
わ
お
る
す
関
に
わ
が
だ
り
あ
報
広

10
月
号

。
す
で
」
キ
ス
ス
る
あ
で
料
材
の
根
屋
「

。
す
ま
げ
上
し
申
び
わ
お
、
し
正
訂
に
こ
こ

地
に
面
正
、
は
に
礎
基
る
あ
に
上
の
座
台
た
れ
さ
刻
彫
が
花
の蔵

菩

ま
り
あ
が
文
銘
は
に
側
両
の
そ
、
り
お
て
れ
さ
刻
彫
が

年
三
徳
明
「」
基
厳
荘
来
当
「」
為
衆
此
結

壬
申

月
一
十
「」

の
こ
「
は
味
意
の
そ
。
す
ま
い
て
れ
ま
刻
と
」
白
敬

結
衆

仏
（

当
世

世
来
と
）
世
現
（

の
荘
厳

す
と
礎
基
の
め
た
の
）
と
こ
る
て
立
り
飾
に
的
教
仏
（

な
く
良
が
中
の
世
の
ら
か
れ
こ
、
き
で
釈
解
と
」
す
で
の
も
る

石
、
は
時
当
。
す
ま
い
て
れ
ら
め
込
が
り
祈
う
い
と
に
う
よ
る

か
と
こ
る
い
て
れ
ら
限
く
ご
は
層
階
る
き
で
が
と
こ
る
造
を
塔

は
で
の
も
た
て
建
が
層
主
領
た
い
て
し
配
支
を
域
地
の
こ
、
ら

。
す
ま
れ
ら
え
考
と
か
い
な

年
う
い
と
）
年
２
９
３
１
（
年
３
徳
明
、
は
塔
印
篋
宝
の
こ

谷
沼
は
て
し
と
塔
石
る
残
に
域
地
水
清
、
り
あ
で
か
ら
明
が
代

古
で
い
次
に
）
年
４
６
３
１
・
財
化
文
定
指
県
（
碑
板
の
区
地

、
は
堂
陀
弥
阿
の
区
地
尾
板

安
諦

ｍ
０
３
１
に
西
ら
か
校
学
小

伊
紀
「
た
れ
さ
著
に
代
時
戸
江

続
風
土
記

か
く
古
、
と
る
よ
に
」

。
す
ま
い
て
れ
か
書

続
伊
紀
「、
が
ん
せ
ま
り
あ
は
で
か
ら
明
は
来
由
の
堂
陀
弥
阿

て
れ
さ
記
と
た
い
て
れ
わ
言
と
寺
音
観
は
く
古
、
は
に
」
記
土
風

御
に
日
５
月
正
旧
で
堂
陀
弥
阿
、
は
で
ま
頃
代
時
正
大
。
す
ま
い

あ
は
で
か
ら
明
は
と
こ
い
し
詳
。
た
し
ま
い
て
れ
わ
行
が
事
行
田

紀
『
の
代
時
戸
江
、
が
ん
せ
ま
り

所
名
国
伊

図
会

地
原
野
杉
は
に
』

と
事
行
田
御
の
区
地
原
野
久
や
区

書
と
る
あ
で
の
も
た
似
た
か
お
お

。
す
ま
い
て
れ
か

輪
五
、
は
に
庭
前
の
堂
陀
弥
阿

い
て
れ
ら
め
集
が
塔
石
の
ど
な
塔

目
番
３
ら
か
左
の
上
真
写
。
す
ま

定
指
に
財
化
文
の
町
、
は
塔
石
の

。
す
で
塔
印
篋
宝
る
い
て
れ
さ

蓮

-4

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告
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